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平成22年度教育の質向上支媛プログラム(EEP)実績報告書
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3 実施・評価・改善のための組織体制の活動状況

(取組計画書の「実施評価改善のための組織体 活動状況(会議等の開催目、検討内容等)

申IIJを転書官の己と。)

EEPの取り組みにおける『実施、評価、改善」状

EEPの取組について、毎年、専攻運営会議で識 況の点検については、下記の通り実施した。

論の上、年度計画に盛り込み、達成状況を相Eに①毎月 1回(適宜)のass執行部会議において、計

点検の上、 『外部評価委員会』で説明を行う。未達 画書に基づき、各ヲスヴ担当教員、ゲループに進捗

事項などは、年度計画由実績報告に反映し、事由を 状況を随時確認、把握した。

含めて専攻で議論し、引き続き遂行する。これを@そのうえで、毎月開催(適宜)のass専攻運営会

PDCAサイウjレで詳細整理すると、次の通りである。 議(学府長および評議委員も害加)において、 ass
執行部より、タスウ達成状況、未達世スウ状況、修正

①E日且 QBS専攻運営会議(学府長及び評議員も スケジューんなど随時報告、議論した。
事加)において、取組に関する計画を議論し、アウシ ③よ記ass執行部会議および専攻運営会議にお
ヨンプランを設置する。同プランの骨子は、毎年の年 いて確寵された取組状況については2011年4月9
度計画に入れる。 目、『外部評価委員会」において説明をおこなった。

②DO，QBS専任教員全員が、アヲシヨンプランに沿 なお、具体的な童謡開催目、検討内容などは以
って、 『教員各自Jand/orrワーキンググループ(仮 下のとおり。
称)Jがタスウを遂行する。 ①4月4日外部評価垂員会

③CHECKアヲシヨンプランの達成状況については. 2009年度取組実績報告、 2010年度取組概要説明

専攻運営会議(毎月適宜)において確認の上、『外 ~4月 7 日専攻運営会議
部評価委員会」に説明を行う。豆、毎年の年度計画 '2010年度取組項目白確認、承認
の実績報告において.達成状況を明示する。 @5月6日執行部会議
④'ACT改善が必要な点、来達成点については、未 各取組の進捗状況確認
違理由などを専攻運営会議にて議論したよで、「教 @5月12日尊攻運営会議

員各自Jand/orrワ キングゲル プ」がタスヴを遂 ・取組(力量点検ツール)肉容説明・承認

行する。 喧6月2日執行部会議

各取組進捗状況確認

喧6月9自尊攻運営童謡

-取組(教材開発 工ツセンシャルズ)内容説明・承認

⑦7月14日、9月3目専攻運営会議

各取組進捗状況報告

⑧11月10日専攻運首会議

.2010年度全取組活動状況報告

(①跡局名経漢学府申取組名 MBAプログラムの陣争力向上への取組 11平成21年度鍔択・事後1
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4取組に係る具体的な成果

(教員の意識向よ等取組の波及効果等)

⑨1月12目、 2月9目、 3月2日尊攻運営童謡

力量点検ツーjレ試行説明

@その他随時開催

・各取組ワーキンググループ会議

「経済学府産量マネジメント専攻(専門職大学院課程)J (通称九州大学ビジネススウール-QBS、以下

rQBSJという)は、 2003年4月発足当初から、多くの応募者を獲得してきた。また.QBSI立、①『国際戦略デ

ザイン研究所J(本部日本)による日本のBSランキングにおいて総合第1位(2008年)、②reduniversalJ (本

部フランス)による国別BSランキンゲ第17位(2008年ExcellentBusiness Schoollこ認定)、③学生からの修

7時アンケ ト調査で二年間の教育満足度が90括起、④2008年度に実施された大学基準協会の認証評価

においても、高い評価を得ていること等に裏付けられる如く、日本全国lこ170尊攻以よ存在するビジネスス

ウール曜ののなかで、現在、 QBSの教育態勢はわが国のBSの中でもよ位に位置するものと考えられる。

一方.QBSの伝統的応募者である『北部九州園田若手社会人Jr東アジアの留学生」の市場には、欧米

の一流BS、中園田BS、内外の通信制8Sなどが触手を伸ばしてきている上、圏内の一流ビジネススウール

が福岡に分校を設置することなども充分にありうる状況となっている。係る競争に生き残るためには、 QBS

が競争相手をよ回る教育ょの『魅力jを持ち、『高いカ量」を持った優秀な学生を輩出し続け、修了生が社

会に歓迎され続ける状態を継続的に作り出す必要がある。

QBSがEEPに応募した目的は、 QBSのMBA教育プログラムの更なる高度化による競争力確保のためで

あり、具体的施策として、 ①rBSの競争力に関する各種調査」②『高い教育水準在確保するための教員訓

練基盤設置」③『教育ベストブラヲティスの開発』④「教育の質及び学生の力量点検基準設置」の4つに焦点

在当てた。
催。8Sを称する経書 商学ーファイナンス嘉文学院修士課程且び専門職大学院謀程の専攻数。出所 経済産業省。

【取組の肉容】

1JBSの重量争力に闘する各種調査』

圏内外のビジネススヲールの「教育態勢Jr競争力強化策Jr拡充戦略Jなどについて調査をお己なった。

調査の視点はrQBSは国際的にどのレベルにあるかJrQBSに足りない点は無いかJrQBSが生き残るため
の戦略シナリオに障害はないか」などの点である。

具体的な取組として、 ￠肉外の認証評価機関との意見交換②先端的教育実施絞との意見交換、 ~特色
を有するビジネススウールとの意見交換.④MOT(技術経営)教育に係る調査、喧アジア・ビジネス教育に

係る調査をお二なった。

【具体的取組項目】

・「内外の認証評価機関、先端的教育実施校。特色を有するビジネススウールとの意見交換」

2009年12月より2010年3月、圏内外にて調査および意見交換を下記の通りおζなった。

(認証評価機関)

ブリュッセJレ認証機関

(北米8大学)

MIT、Sloan、Duke、UNC、Boston、Babson、USC口、 Colombia、Thunde巾ird

(欧州 2大学)

EMS、INSEAD
(圏内 1大学)

小樽商科大学ビジネススウール
• rMOT(技術経営)に係る教育交流」

MOT協議金主催研究会『コア力リキュラム事業推進会議に20凹年度3回にJ:l:LJ教員が書加、社会におけ

るMOT教育の漫透、専門職大学院における品質保証の諸問題について、他事加校と意見交換をおこな

った。

・「アジアのBSとの教育交流j

2009年8月、 9月および2010年2月末、 3月末、中国・太連理工夫学、南京大学、上海交通大学の教員と
(①御局名経漢学府 @取組名 MBAプログラムの陣争力向上への取組 II平成21年度鍔択・事後1
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8S教育の賀、国際競争力、成長状況について調査、意見交換を実施した。

【成果】

内外の認誌評価機関、先端的教育実施校および特色を有する8S等の調査、意見交換を通して、 Q8S

における提供プログラムの品質と成果白保置、修了生の力量評価に対する客観的な評価基準の必要性が
改めて認i草された。この取組における調査結果は r教育の質及び学生の力量点検基準額置』に向けての

基本的考え方に活かされた。

2J高い教育水準在確保するための教員訓練基盤置置」

上記の各種調査に加え、圏内外のビジネス教育情報を入手分析し、Q8Sが不足している部分や競争力

を低下させる可能性のある項目について、「力リキュラムJr教育方法Jr教材Jr教育プログラム管理」などの

観点から検証し、 具体的改善施策を実施した。

具体的立取組として、①実務に耐えうる教育内容の開発と実践、②新教育メソッドの試行、③教育方法

習得のための教員派遣である。

【具体的取組項目】

. r産輩界ヒアリンゲ」

Executiveプログラム開設計画に係る事前調査として九州北部地場の産業界にヒアリングを実施した

(2010年3月末までに33社訪問ヒアリング実施)。

・「短期エゲゼヲティブプログラム』および『次世代経営者育成プロゲラム」の計画・実施

上記産業界ヒアリングをもとに2010年11月21日より約3カ月間にわたって、文企業幹部及び幹部候補生向

け『短期エゲゼヲ子ィブプログラムJを開講した。また、中小企業の次世代幹部向け「次世代経営者育成プ

ログラム」は、 2011年5月下旬開講予定である。

・「新教育メ、ノツドの試行』

ビジネスシミ斗レーシヨンソフトrCapitalism n Jの教育導入の為のソフト内容、韓働状況のチェックをおζな

ったうえで、 Q8S在籍学生に対して試行、 トレ ニンゲをお二なった。

・「教育方法習得のための教員派遣J
2009年8月力ナゲ・ウヱス'>ン・オンタリオ大ビジネススウールにおける短期教員講習(ケース・ティーチン

ゲ研修)参加教員による教育手法調査をおこなった。

【成果】

九州北部地域の産業界のヒアリングを実施、そこで得たQSSへのニーズ分析の結果を踏まえ、大企業

部および幹部『短期エグゼヴ子ィ7プログラム』の企画、実施した。また「次世代経宮者育成プログラム」も

2011年5月下旬開講が決定した。

「短期エゲゼウティブプログラム」については、 Q8S初回試みながらトヨタ自動車九州、九州電力、コカコ

ラウエスト主ど九州を代表する企章幹部、幹部候補生主ど20名の重参加を得、約3カ月のプロゲラムを滞り

なく実行された。本ブロヴラムにおける講師陣はQ8S所属教員で構成され、 ①実務に耐えうる教育内容の

開発と実践、②新教育メソッドの試行、 〈主教育方法習得という本プログラムの初期目的を達成したと考えら

れ、本プログラム成果のM8Aコ スへの適用に取り組む予定である。

3J教育ベストプラヲティスの開発l

ビジネススウールとしての競争力確保の観点から、教材や教育方法に関するベストプラウティスが提供で

きているかを意識するとともに、 Q8Sが力点在置く「アジア・ビジネス』とrMOTJについても、現実に即L、か

つ先端的な理論を提供しているかを常時把握し自己評価することが究かせない。具体的取組として、①ア

ジア・ビジネス教育の先端的教育調査・交流②教材開発、③Q8S紹介DVD制作をお二なった。

【具体的取組項目】

・「アジアビジネス教育の先端的教育調査・交流OCA8Eの充実)J

2009年8月大連理工大学、 2009年2月上海交通大学、 2010年8月KAI$T、2011年3月シンガポール国立大

をQ8S教員および学生が訪問し、『アジア・ビジネス」関連の研究交流を行った。

また、 2010年3月3-5日.中国提携校を訪問、アジアピジ才、ス教育についての調査.意見交換をお己な

った。3月23、24日、Q8Sにて大連理工大学、上海交通大学教員との教育研究空流をおこなった。

(①跡局名経漢学府 申取組名 MBAプログラムの陣争力向上への取組 )(平成21年度鍔択・事後1
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. r教材開発」

2010年度Q8S教員による『ケース」を中心とした教材(Q8S工ツセンシャルズ)開発をおこなった。

.rQ8S紹介DVD制作』

2010年度Q8Sを歴史的、体系的に、さらにはQ8Sを取り巻く環境などを紹介したツールを制作した。

【成果】

本プログラムについては、 ICA8Eによるアジア提携大学の教員・学生との研究・交流を通して教員がアジ

アにおけるビジネス教育の現場に触れること、さらには、 Q8Sにおけるベストプラヴティスの提供と自己評価

の基準作りに役立ったと考える。

『教材開発」については、 2011年3月Q8S専任教員を中心としてQ8S独自の教材(Q8Sエッセンシヤルズ)

を開発した。Q8SIッセンシャルズl立、 Q8Sでの講義を紙よで展開したものであり、 Q8S講義の 端を体験

できる構成となっており、在校生のみならずQ8S入学希望者、企章の人事教育担当者なと・広〈プロモーショ

ンツールとしての利用価値が高いと考える。

また、 Q8S1こは歴史的、体系的に、さらにはQ8Sを取り巻〈環境を措いたツールがなかったが、今次本プ

ロゲラムによってそれらを包括的に紹介するrQ8S紹介DVDJを制作した。このようなDVDを制作、 情報の可

視化整備をおこなったことは、 Q8Sエッセンシヤルズと同線、在校生のロ8S認識度の向よ、日8S入学希望

者、海外提携校からの留学希望者等へのプロモーシヨンツールとしての有効性は高いと考える。

4J教育由置Eぴ掌生の力量点瞳基1Il位置l

rM8Aの力量評価」と「教育の質向よ態勢」は不可分の関係であるため、力量・教育の統合的一貫評価

システムが自立的かつ継続的に機能するための態勢作りを行う必要がある。具体的施策は、①力量要素

と力リキユラム体系の適合性点検のための実務家との検討会の開催、②授業の評価改善システム構築、

③評価システムの試験的実施、などである。

【具体的取組項目1
. r力量要素とカリキュラム体系の適合性点検のための実務家との検討会開催j

. r慢輩の評価・改善シス子ム構築」および『評価システムの試験的実施」

産業界へのヒアリングとともに.2010年2月にQ8S各年次修了生、在校生に対しグループインタビューを

実施し、カリキュラム、 Q8S修了生の力量などについて意見聴取した。2009年11月および2010年10月の2

回にわたり、 Q8Sの認知度、評価の為のインタ ネットアンケ トを九州地区ビジネスパ ソン対車に実

施した。

-侵華の評価・改善システム構築』および『評価システムの試験的実施」

よ記インタビューとインターネ‘ノトアンケート調査の内容分析を実施、『侵華の評価・改善システム構築j

および『評価システムの試験的実施」に向けての点絵、試行準備作業を行った。

【成果]

上記苔種ヒアリングおよび分析などの基礎作業を経てrQ8S学生力量点検評価ツールーペン告ゴンチャ

ート」を開発した。このrQ8S学生力量点検・評価ツールーペンタゴンチャートJI立、在校生の修学目的や終了

後のキャリア形成に有効な知識、能力習得とそのための科目履修の参考とし、教員によるカウンセリングア

ドバイス由貿料としても活用できるものである。学生データは、入学前における『知識・能力習得に関する確

認』から前期、後期の履修成績、海外短期留学、海外提携校の学生との主流など課外活動害加など、 2年
修了時まで広範囲かつ累積的にデータ更新される。己れによって学生の修学目標・方向性と実績が可視化

され、担当教員の力ウンセリングとコミュニケ ションの容易性を実現したと考える。このrQ8S学生力量点検

・評価ツールーペンタゴンチャート」は、 2011年4月度入学生(QBS9期生)を対象として試行(知識・能力習

得に関する確認など20叩年3月より一部実施清み)している。

(①跡局名 経漢学府 申取組名 MBAプログラムの陣争力向上への取組 )(平成21年度鍔択・事後1
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